
組立説明書 （ご使用前に必ずお読みください。）

このたびはお買い上げいただきまして、ありがとうございます。
この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。
お読みになったあとは、大切に保存し、必要なときにお読みください。
また、青色の取扱説明書も合わせてお読みください。

安全上のご注意
ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。
ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、
必ず守ってください。

梱包内訳 組み立てる前に梱包内容をご確認ください。

! 注意
誤った取扱いをすると、人が障害を負ったり、物的損害の発生
が想定される内容を示します。
※物的損害とは、家屋・家財にかかわる拡大損害を示します。

ご使用にあたって

プラズマテレビや液晶テレビはは奥行が小さいため、大きな地震などの際には

倒れる場合があります。必ず転倒防止を行ってください。

! 注意
テレビを設置するとき

◆テレビの取扱説明書の転倒防止の指示に従ってください。

◆天板に立ったり、不安定なものを載せないでください。

  本製品の破損やケガの恐れがあります。

◆天板、棚板に搭載するものは耐荷重を超えないようにしてください。
  本製品及び搭載物の転倒・破損の恐れがあります。
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脚（ボルト長）‥‥‥･５本
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取扱説明書‥‥‥‥‥･１冊
組立説明書‥‥‥‥‥･１枚

ボルト長 ボルト短

本体

組み立て方

完成図(引出が右の時)

取付け前に、床や製品にキズをつけないために、毛布等を敷い 

て、その上で組み立ててください。引出は取り外して行ってくだ

１）本体を裏返し、図１のように裏面に

    ついている長いボルト(40mm)３本を

　　はずします。

    引出の箱を止めているボルトは、は

    ずさないでください。

２）図１の①の穴に脚（ボルト長）を

    ５本取付けます。

    支柱や引出箱にナットを取付けてあ

    るので、図２のように取付けます。

３）②の穴に脚(ボルト短)を１本取付け

    ます。

脚 ボルト短
脚 ボルト長

支柱、引出箱

図２

図１

完成図(引出が左の時)

図３

図４

４）棚板からキャップを取り外します｡

    本体を裏返し、図３のように本体を

    すべて分解します。

５）まず、裏面の長いボルト(40mm)４本

　　をすべてはずします。

６）棚板をはずし、支柱を３本を回して

    （時計反対回し）はずします。

７）引出の箱は図３のように箱の内側の

    短いボルト(30mm)４本をはずします。

　　このボルトは箱を取付ける専用のボ

　　ルトです。

８）図４のように支柱と引出しの箱の位

    置を入れ替えたら、必ず７）で外し

　　た短いボルト(30mm)を使い、６）７）

　　の逆の手順で取付けます。

９）棚板を乗せて、２）３）の手順で

    脚を取付けます。

１０) ５）で外した長いボルト(40mm)の

　　うち１本を図４のように取付けます。

１１）キャップを取付けます。

※はずして残った３本のボルトは完成後

  は使いませんが、後に輸送がある際に、

  お使いいただけます。

  大切に保管してください。

さい。

天板
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天板耐荷重 40kg

①

①

①

①

①
②

キャップ

長いボルト(40ｍｍ)

短いボルト(30ｍｍ)

脚ボルト短

脚および連結ボルトには､長さが２種類あります｡組み立ての際に 

取付け位置を間違えますと、本製品の破損の恐れがあります｡

本体を裏返し、図1のように裏面に

ついているボルト５本をはずします。

５本

ボルト４本をはずします。

まず、裏面のボルト６本をすべて

はずします。

図４のように支柱と引出し箱の位置を

入れ替えたら、７）で外したボルトを

使い、６）７）の逆の手順で取り付け

ます。

５）で外したボルトのうち１本を

図４のように取り付けます。
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